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学会記事
【第3回総会】（2010年6月19日，於：神奈川大学横浜キャンパス，参加者38名）
　山下清海常任委員長の開会の辞，菅野峰明会長からの挨拶のあと，根田克彦を議長，橋本暁子を書記と
して選出し総会が始められた。
Ⅰ．会務報告について
　 　会員数，第2回大会の開催，機関誌「地理空間」第2巻1号および第2巻2号の刊行，第4～6回例会の開
催，ホームページ・メーリングリスト（jags-ml）・ニューズレター（第4～第6号）の発行，2010年度学
会賞の受賞者が報告された。
　　［地理空間学会学会賞］
　　　【学術賞】
　　　　合田　昭二
　　　　　受賞対象：合田昭二著『大企業の空間構造』原書房，2009年2月，246p．
　　　　堤　　　純
　　　　　受賞対象：堤　純著『土地利用変化のメカニズム』古今書院，2009年3月，172p．
　　　　平岡　昭利
　　　　　受賞対象：平岡昭利編『離島研究Ⅲ』海青社，2007年12月，220p．
　　　　　　　　　　平岡昭利編『地図で読み解く日本の地域変貌』海青社，2008年11月，330p．
　　　　　　　　　　平岡昭利編『離島に吹くあたらしい風』海青社，2009年9月，111p．
　　　　湯澤　規子
　　　　　受賞対象：湯 澤規子著『在来産業と家族の地域史－ライフヒストリーからみた小規模家族経営
と結城紬生産－』古今書院，2009年1月，238p．
　　　　渡辺　理絵
　　　　　受賞対象：渡辺理絵著『近世武家地の住民と屋敷管理』大阪大学出版会，2008年1月，217p．
　　　【奨励賞】
　　　　李　　虎相
　　　　　受賞対象：李 　虎相（2008）：社会ネットワーク分析にもとづく国際航空ネットワークの構造，
地学雑誌，117，985 -996．
　　　　　　　　　　Ho-Sang Lee（2009）：The Networkability of Cities in the International Air 
　　　　　　　　　　　Passenger Flows 1992 -2004．Journal of Transport Geography，17，166 -175．
　　　　清水　克志
　　　　　受賞対象：清 水克志（2008）：日本におけるキャベツ生産地域の成立とその背景としてのキャ
ベツ食習慣の定着－明治後期から昭和戦前期を中心として－．地理学評論81（1），
1 -24．
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　　　　　　　　　　清 水克志（2009）：近代日本における野菜種子流通の展開とその特質－盛岡近郊の
種苗業者の取引記録からの考察－．歴史地理学，51（5），1 -22．
　　　　田中　耕市
　　　　　受賞対象：田 中耕市（2008）：1990年代における東京23区の都市密度と土地利用の変化－事務
所建築物と集合住宅を対象に－．地学雑誌，117（2），479 -490．
　　　　　　　　　　TANAKA, Koichi（2008）：Recent Trends and Issues in Modern Transportation 
　　　　　　　　　　　Geography in Japan. Geographical Review of Japan，81（5），292 -302．
　　　　　　　　　　田 中耕市（2009）：中山間地域における公共交通の課題と展望．経済地理学年報，55
（1），33 -48．
　　　【特別賞】
　　　　矢ケ﨑孝雄
　　　　　受賞対象：猪垣に関する一連の研究
（選考委員会：小林浩二（委員長），矢ケ﨑典隆，井田仁康，村山祐司（事務局））
Ⅱ．2009年度決算報告・監査報告について
　 　2009年度の一般会計および特別会計の決算案が提示され，その収支について会計監査人より適正であ
るとの承認を受けたことが報告された。2009年度決算案は異議なく承認された。
Ⅲ．2010年度事業計画について
　 　2010年度事業計画について，「地理空間」第3巻1号および2号の刊行，第4回大会の開催，例会の開
催，ニューズレターの発行，ホームページ・メーリングリストの管理・運営と更なる充実が提案された。
2010年度事業計画は異議なく承認された。
Ⅳ．2010年度予算案について
　 　2010年度予算案について，収支と支出に関する説明がなされた。2010年度予算案は異議なく承認され
た。
Ⅴ．次期役員・専門委員会の構成について
　 　次期役員および専門委員会（2010年7月1日～2012年6月30日）の構成員について報告された。次期
役員および専門委員会は異議なく承認された。
　　　会　　長：白坂　蕃
　　　会計監査：櫻井明久，平岡昭利
　　　常任委員： 山下清海（常任委員長），呉羽正昭（庶務委員長），森本健弘（集会委員長）， 
兼子　純（会計委員長），手塚　章（編集委員長）
　　　評  議  員： 浅見良露，井田仁康，市南文一，伊藤　悟，岡村　治，小口千明，小野寺淳，兼子　純， 
菊地俊夫，呉羽正昭，小林岳人，小宮正実，酒井多加志，篠原秀一，平　篤志，高橋重雄，
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田林　明，椿真智子，手塚　章，中西僚太郎，中村康子，仁平尊明，根田克彦，松井圭介，
村山祐司，森本健弘，矢ケ﨑典隆，山下清海，山下宗利，若本啓子
　＜専門委員会＞
　　庶務委員会：呉羽正昭（委員長），大石貴之，福田　綾
　　会計委員会：兼子　純（委員長），横山貴史，栗林　賢，水谷千亜紀
　　集会委員会：森本健弘（委員長），鈴木富之，中村文宣，市川康夫，遠藤貴美子
　　編集委員会： 手塚　章（委員長），松井圭介（副委員長），井田仁康，小口千明，小林浩二，櫻井明久， 
須山　聡，田林　明，堤　純，中西僚太郎，橋本雄一，丸山浩明，村山祐司，矢ケ﨑典隆，
山下　潤，Thomas C. Waldichuk 
（書記）：藤田和史，吉田国光，橋本暁子，橋本　操，Jennifer Martin
　　学会賞選考委員会：小林浩二（委員長），矢ケ﨑典隆，井田仁康，村山祐司（事務局）
Ⅵ．その他
　 　「地理空間」の超過ページ料金について，下記の通り改正されたことが手塚編集委員長より報告され
た。「地理空間」の超過ページ料金の改正は異議なく承認された。
　　［現行］　　刷り上がり12頁まで：無料， 13頁以降：10 ,000円／頁
　　［改正］　　刷り上がり12頁まで：無料， 13～16頁：10 ,000円／頁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17頁以降：   5 ,000円／頁
【大会報告】
第3回（2010年6月19～20日，於：神奈川大学横浜キャンパス，参加者84名）
・研究発表
　秋元菜摘（東京大・院）：筑波研究学園都市中心部における歩行環境の現状と決定要因
　伊東 敦子（早稲田実業）：知識・理解からの参加・行動に導く地理教育の取り組み－世界の農業とフェ
アトレードの授業実践から－
　小林岳人（千葉県立沼南高柳高）：地理教育の視点から見た一般図と主題図の用語の定義に関する考察
　大関泰宏（岐阜大）：教科書記述からみた地理教育の理科的特性
　藤田 和史（神奈川大・非）・八久保厚志（神奈川大）・横倉節夫（神奈川大）：韓国・蔚山における地域産
業政策の展開－自動車産業クラスターを中心に－
　佐々木　緑（広島修道大）：産地の発展にともなう静脈部の変容－長野県中野市エノキタケ栽培の事例－
　呉羽 正昭（筑波大）・伊藤貴啓（愛知教育大）・佐々木リディア（多摩市国際交流センター）・小林浩二（岐
阜大）・ドゥミトレスク　ビアンカ（ルーマニア科学アカデミー）：東ヨーロッパにおけるルーラル・
ツーリズムの性格－ルーマニアの事例を中心に－
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・招待発表
　八久 保厚志（神奈川大）：戦前期朝鮮半島における邦人酒造業の諸問題－内地企業との産地間競争にお
けるいくつかの断面－
・特別講演
　平岡昭利（下関市立大）：島嶼研究とアホウドリ－ Why からの Geography
・ポスター発表
　橋本　操（筑波大・院）：野生動物による被害と人間の空間分析－長野県須坂市を事例として－
　吉原　遼（筑波大・院）：歴史的町なみと文化の観光利用－宮城県登米市登米地区を事例として－
　磯野 　巧（筑波大・院）：ノースクイーンズランドにおける観光地域研究－エコツーリズムの視点から－
　高橋靖典（筑波大・院）：岩手県西和賀町における「地元学」とその意義
　上坂元紀（筑波大・院）：たばこ小売業の変容－福井市中心部を事例に－
　大道 寺　聡（筑波大・院）：地域公共交通の利用実態とその機能－茨城県竜ケ崎市コミュニティバス・
城里町デマンド交通システムを事例として－
・巡検
　「横浜における外国人居留地および中華街の変容」（参加者27名）
　　オーガナイザー：山下清海，齋藤譲司，市川康夫，飯島智史
【地理空間学会会則】
地理空間学会ホームページをご参照ください。
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jags/index.html
【例会報告】
第7回（2010年10月28日，於：筑波大学筑波キャンパス，参加者41名）
・発表者および演題
　堤　純（愛媛大）：外国でのフィールドワークにおける IT 活用の事例
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【編集委員会からのお知らせ】
6 月：新規投稿「論説」1編の担当委員および閲読者を決定した。
7 月：新規投稿「論説」1編の担当委員および閲読者を決定した。
9 月：新規投稿「研究ノート」3編，「調査報告」1編の担当委員および閲読者を決定した。
11月：新規投稿「調査報告」1編の担当委員および閲読者を決定した。
【次号以降の投稿について】
　第4巻1号は，2011年6月20日の発行を予定しております。第4巻2号の原稿については8月末まで，そ
れ以降の原稿につきましても随時受け付けております。内容は最新の論争から時事性，トピック性の高い
テーマ，丹念な調査に基づく活きのよい事例研究まで幅広く受け付けております。会員皆様の活発な寄稿
をお待ちしております。
　本学会の活動を幅広く認知してもらうために，会員の皆様の大学研究室や大学・高校の図書館におきま
して，会誌『地理空間』の定期購読を是非ご検討のほどお願いいたします。ご購読いただける場合には，編
集委員会（geospace ＠ geoenv.tsukuba.ac.jp）までお知らせください。
【投稿規程&執筆要綱】
地理空間学会ホームページをご参照ください。
URL：http://wwwsoc.nii.ac.jp/jags/index.html
【新入会員】（2010年5月21日から2010年12月17日）
　權田与志道（長野市立広徳中学校）
　高柳長直（東京農業大学）
　中村周作（宮崎大学）
　水島卓磨（筑波大・院）
　山崎英二（神奈川県立鶴見高等学校）
　山本健太（九州国際大学）
（会員数：243人，2010年12月17日時点）
